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論 文 内 容 要 旨
中華人民共和国 ･朝鮮民主主義人民共和国の国境上に位置する白頭山 (中国名 :長白山)が10世紀中葉























































記述の解釈から中規模程度 (1km 3) の噴火の発生が推定されてきたがその解釈の是非については堆積物
の方面からは検討されていない｡山麓部での火山灰調査からは3層の水蒸気噴火による噴出物を確認する
ことができ,各火山灰層間に狭在する土壌層の厚さから噴出時期を推定すると約 200年に一回の頻度で噴
火活動を行っていたといえる｡また,火口から東に約31km離れた湖において湖底堆積物コアを採取 し,
堆積物の検討を行った｡採取された湖底コア中では噴火の痕跡を認めることができず,湖底コアの解析か
らは古文書の記述から解釈された中規模な噴火活動の可能性はきわめて低いことが明らかとなった｡また,
湖底コアと山麓部での火山灰層の分布を制約条件として10世紀以降に発生 した噴火の規模について推定を
行ったところ,総噴出量として 106kn 3以下のごく小規模な噴火に限られることが明らかとなった｡以上
から白頭山10世紀噴火以降は100-200年に1回の頻度でごく小規模な活動を繰り返していたと推定される｡
第5章では古文書調査からは白頭山10世紀巨大噴火を示すものを見つけることはできていないが,周辺
民族に残された伝承中に10世紀噴火をモチーフとしている可能性を噴出物層序との対応から検討 した｡満
族 ･朝鮮民族のいずれにおいても洪水伝説とされたものの中で白頭山の噴火を示すと考えられる伝承が複
数存在する可能性が示された｡特に満族の伝承である英雄伝説-一天池一についてその記述と白頭山山頂部に
おける10世紀噴出物の産状との対比を行った結果,伝承中には10世紀噴火の情報が保存されていると考え
られた｡なかでも10世紀噴火層序から得られた複数の噴火ステージに対応した噴火の時系列が保存されて
いる可能性が明らかとなり,このような伝承について噴火記録としての有用性を示すことができたといえ
る｡
第 6章では白頭山周辺地域に分布する白頭山噴出物の産状について記載を行い,白頭山露頭集として編
集 した｡
第 7章では白頭山の火成活動をもたらした中国東北部下マントルの地温勾配について,マントル捕獲岩
の岩石学的検討を基に推定 した｡吉林省江清,遼寧省寛旬に分布する更新世アルカリ溶岩中に含まれるマ
ントル捕獲岩について岩石学的 ･鉱物学的検討を行った｡地質温度計を用いて捕獲岩の平衡温度を推定し
た結果,これら捕獲岩の存在した中国東北部の最上部マントルは通常の大陸地域よりも地温勾配が大きく,
寛旬下では海洋島地域のものにも匹敵する可能性が示された｡
以上の結果をまとめると
白頭山10世紀噴火では破局的な巨大噴火を2回発生 したことが噴出物層序の検討から明らかとなった｡
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2回の巨大噴火は連続したのではなく約 1年の活動休止期を挟んでいることが判明し,このような巨大噴
火の発生メカニズムを検討する上で重要な時間的制約条件が得られたと考えられる｡10世紀巨大噴火のよ
うな広域に火山灰をもたらすような噴火の発生頻度は,従来の研究によると日本海コア中の3層の白頭山
起源火山灰の存在から約25000年間に1回程度とされてきた｡一方,本論において中規模噴火の発生頻度
は約1300年間に1回,ごく小規模噴火は100-200年に 1回の頻度で白頭山においては発生 したことが明ら
かとなった｡
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論文審査の結果の要旨
中国と朝鮮の国境に位置する白頭山 (長白山)は活火山であり､平安時代の10世紀中頃に総噴出量 100
立方kmを超える大噴火を起こし､1,000kn 以上離れた日本の東北地方や北海道にも火山灰層を堆積させ
た｡当時中国東北部にあった潮海国がこの噴火による国土の荒廃によって滅亡したとする説もあり､周辺
諸民族の歴史を考える上でもこの大噴火の解明が重要であった｡本論文は､この大噴火を中心として､数
千年前から現在までの白頭山火山の噴火史について､中国側 ･朝鮮側からの数回の実地調査と詳しい文献
調査を基にまとめたものである｡
本論文では､白頭山山麓における噴出物と日本における火山灰の層序を比較検討し､半年～ 1年程度の
休止期を挟んで2回の大噴火があり､歴史記録のある世界の他の大噴火と比較検討して､各々の噴火は1
日程度の短期間で終了したと結論した｡また､噴出物の層序から白頭山火山の長期的な噴火史を検討し､
10世紀噴火のような大噴火は従来の説のように約25,000年に1回程度しか発生しないが､中規模の噴火
は約 1,300年に1回の頻度で発生していたこと､そして10世紀以後についても小規模な水蒸気爆発の堆積
物を3層確認 し､古文書の記録も考慮して 100-200年に1回の間隔で小規模な噴火を繰り返してきたと
推論した｡最近数年間の白頭山直下における地震活動の活発化により､本論文の噴火史データの重要性は
増している｡また､年代測定の結果､大噴火は勘海国の滅亡後でそれとは無関係であることがわかり､10
世紀噴火そのものを記録した古文書も発見できなかったが､白頭山周辺に伝わる民間伝承を検討した結果､
白頭山の10世紀噴火における複数回の噴火イベントを示唆するような民話の存在を明らかにした｡
本論文は､周辺諸民族の文化や精神において象徴的な役割を担ってきた白頭山火山について､日本の現
在の火山学の知識 ･技術レベルにおける現地調査を行い､詳細な文献調査を加えて噴火史を総合的にまと
めたものであり､東北アジアの火山地質学における大きな貢献である｡本論文の内容は､背景となる地質
学的 ･火山学的知識や調査 ･分析技術､論理構成や表現力などが火山研究者として必要な水準に達してい
ることを示し､著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している｡
以上の理由により､宮本 毅提出の学位論文は､博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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